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近代ユダヤ思想主要著作のデータベース化に向けて
　　　　　（1）新力ント派とユダヤ思想
Reserch　on　major　woks　of　modern　jewish　thought：
（1｝Neo－kantism　and　judaism
合田　正人
GODA　Masato
　1　まず、2007年度は、フランス国籍のユダヤ系作家
ピエール・パシェ氏（1937－）の招聰と日本滞在に係
る作業から始まった。氏はフランス政府招聰文化使節
として5月に来日し、明治大学のスタッフセミナーを
初めとして計四回の講演、セミナーを行ったが、氏は
ロシアからの亡命ユダヤ人の末商で、一方で古代ギリ
シャのストア派の研究者であると共に、他方ではカフカ、
プリーモ・レヴィ、ハンナ・アーレント、シモーヌ・
ヴェーユなどユダヤ人思想家の研究者でもある。日本
ではまだ未知の存在であるが、報告者は氏の重要性を
日本の読者に知ってもらうために、雑誌『文学』（岩波
書店、2008年3－4月号）で氏の小特集を企画し、「誰
であれひとの最果てにて」と題するピエール・パシェ
論を寄稿した。ボードレールをめぐる氏の処女論考の
鍵語《premier　venu》を手掛かりに、パシェ氏におけ
る「個体」概念を検討したが、一方ではドゥルーズ／
ガタリの分子的多様体論、他方ではレヴィナスの他者
論との連関が明らかになったのはきわめて大きな収穫
であった。
　H　第二の作業は、8月7日から8月31日までパリ
にて実施された文研調査である。主に国立図書館（フラ
ンソワ・ミッテラン図書館）、サント・ジュヌヴィエーブ
図書館、全イスラエル同盟付属図書館・古文書館で調
査を行ったが、ヘルマン・コーエンというドイッ・新
カント派のユダヤ教論考を調査検討することができた。
全イスラエル同盟付属図書館・古文書館の司書ジャン・
クロー．ド・キュペルマン氏の全面的協力を得て、同施設
の文献ネットワーク「ラシェル」を利用できた。今後
の研究に不可欠なコーパスとなるだろう。
　皿　第三の作業は、フランスのユダヤ系哲学者アンリ・
ベルクソンをめぐる国際シンポジウム（10月）での発表
である。同シンポジウムはベルクソンの『創造的進化』
刊行百年を記念して法政大学、学習院大学、京都大学
で開催され、海外からも15名の研究者が参加した。報告
者は「廃櫨の造形一ベルクソン／ベンヤミン／レヴィナ
ス」という発表をフランス語で行ったが、ベルクソンの
「進化」思想を、ベンヤミン、レヴィナスという他の二
人のユダヤ人思想家と比較することで、ユダヤ教の終
末論、メシアニズムの文脈のなかに位置づけることを
めざした。フレデリック・ヴォルムスなど世界的なベ
ルクソン研究者と討議できたのは大変幸いであった。
同発表（和文と仏文）は明治大学文学部紀要『文芸研
究」104号（2008年3月）に掲載される。
　IV　第四の作業は同志社大学のCOE一神教学際セン
ター（CISMOR）でのユダヤ人会議（12月）でのコメ
ントの準備である。ケベックのユダヤ人の言語状況を
めぐる菅野賢治氏（旧東京都立大学）の発表を受けて、
報告者は、ルイ＝ジャン・カルベのいう「言語戦争」
の観念を手掛かりに、多言語使用の哲学を、ドゥルー
ズ／ガタリ、デリダ、グリッサンなどの思想家の発言
を分析した。古代釈義のタルグム、エジプト象形文字と
セム語の連関、イディッシュ語、ラディーノ語につい
ての興味深い研究発表を聞けたのは善き刺激となった。
　V　第五に、ここ数年翻訳を続けてきたマルティーヌ・
レイボヴィッチ著『ユダヤ女　ハンナ・アーレント』
を3月に法政大学出版局よりようやく出版することが
できた。著者のレイボヴィッチ氏はパリ第七大学の准
教授で、アーレント以外にもシモーヌ・ヴェーユ、エ
マニュエル・レヴィナス、ザロモン・マイモンなどユ
ダヤ人思想家についての研究を精力的に展開しており、
上記パシェ氏の友人でもあるが、翻訳の過程で氏の知遇
を得、今後の共同研究の可能性が開かれた。翻訳につ
いては、フランスの社会学高等研究学院教授のピエー
ル・ブーレツ氏の大著r将来の証人』（ガリマール書店
刊）の邦訳も順調に進行している。
　VI最後に、明治大学での講義「地域と文化」（前期）
の主題として、「シオニズムの思想史」を選び、モーゼ
ス・ヘス、テオドーア・ヘルツル、ベルナール・ラザー
ル、ヘルマン・コーエン、マルティン・ブーバー、フラ
ンツ・ローゼンツヴァイク、ゲルショム・ショーレム、
エマニュエル・レヴィナス、エドワード・サイードなど
のシオニズム論、ユダヤ人国家論、パレスティナ論を取
り上げることができた。以上。
